
明治４年(1871)に廃藩置県で県が設置されると、明
治政府が任命した県知事(権令、県令)が秋田に赴任し
てきました。明治前半期は、府県会規則に基づく県会
（現在の県議会）が始まり自由民権運動も盛んになっ
ていく頃で、秋田でも当時政府が行っていた藩閥政治
への反発、県会内での「反藩閥の考えを守ろうとする
派」と「政府と提携しながら自己の利益の確保を図ろ
うとする派」の対立、土木事業等をめぐる県内地域間
の競争、国会での主導権争いに係る対立など、政治的
意見が活発に交わされていました。

明治19年(1886)２月に任命された第６代青山県令
(写真下段の最左。同年７月から県知事)は当時60才、
白い顎髭を蓄えた維新の功臣らしい貫禄と、農業を
はじめ勧業に熱心で北海道との関係を密に、という
考えで好意的に受け入れられましたが、明治21年(1
888)、提出した予算案を県会が全面的に否決、県会
の中止と各議員の帰郷を通達する事態に見舞われま
した。翌年には内務大臣から県会の解散が命じられ
ました。事務的措置の手違いが議会軽視との印象を
議員に与えたのが発端といわれています。

明治初期～中期の歴代秋田県知事（権令・県令）（「歴代知事写真」（930103－13491)より）
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史
講
座

(

第
１
回)

９
月

日

(

第
２
回)

月

日

10

10

22

◆
県
政
映
画
上
映
会

(

第
１
回)

８
月

日

(

第
２
回)

月
２
日

27

11

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
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は
変
更
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可
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も
あ
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。
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い
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だ
さ
い
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明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
の
廃
藩
置
県

で
秋
田
県
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
満
１
５

０
年
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
令
和
３
年
度

の
企
画
展
で
は
「
廃
藩
置
県
１
５
０
年

公
文
書
で
み
る
秋
田
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ

に
、
先
人
の
歩
み
を
た
ど
る
と
と
も
に
、

他
県
の
方
と
話
す
と
き
の
話
題
に
も
使
え

る
よ
う
な
秋
田
で
の
出
来
事
を
、
当
時
の

公
文
書
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

展
示
内
容
は
、
①
初
代
か
ら
現
在
ま
で

の
歴
代
の
県
知
事
（
権
令
、
県
令
）
全
員

の
紹
介
（
顔
写
真
付
き
）
②
当
時
県
内
で

起
こ
っ
た
大
き
な
出
来
事
の
説
明
・
紹
介

③
こ
れ
に
関
連
す
る
当
館
所
蔵
の
公
文
書

や
資
料
の
展
示

の
３
段
構
成
で
す
。

展
示
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、

上
の
写
真
は
、
明
治
６
年
に
秋
田
県
権
令

（
ご
ん
れ
い
）
に
任
命
さ
れ
た
国
司
仙
吉

（
く
に
し

せ
ん
き
ち
）
の
肖
像
で
す
。

明
治
政
府
は
、
県
の
職
員
に
は
地
元
の
旧

藩
士
を
充
て
る
一
方
、
県
を
統
括
す
る
地

方
長
官
に
は
国
の
役
人
と
し
て
「
権
令
」、

「
県
令
」、
後
に
「
県
知
事
」
を
派
遣
し

ま
し
た
。
国
司
は
長
門
国
（
現
在
の
山
口

県
）
萩
の
出
身
で
、
吉
田
松
陰
の
門
下
生

で
あ
り
、
松
下
村
塾
末
期
に
松
陰
自
身
が

俊
才
五
生
の
一
人
と
し
て
名
前
を
挙
げ
た

人
物
で
し
た
。
秋
田
赴
任
後
も
、
教
職
員

の
養
成
な
ど
教
育
行
政
で
の
功
労
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
写
真
は
、
明
治

年
に
県
内
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で
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
際
に
、
県
知
事
か

ら
郡
役
所
あ
て
に
予
防
方
法
の
調
査
を
指

示
し
た
と
き
の
県
の
公
文
書
で
す
。
こ
の

他
に
も
、
県
内
で
は
明
治
期
に
天
然
痘
、

赤
痢
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、
大
正
期
に
ス
ペ
イ

ン
風
邪
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
し
、
県
を

挙
げ
て
対
策
に
腐
心
し
ま
し
た
。

三
つ
目
の
写
真
は
、
昭
和

年
の
秋
田

36

国
体
開
会
式
で
の
炬
火
点
火
の
模
様
で
す
。

大
会
は
戦
前
か
ら
凶
作
や
恐
慌
、
戦
争
、

大
火
や
自
然
災
害
な
ど
幾
多
の
凶
事
に
見

舞
わ
れ
て
き
た
秋
田
が
県
民
一
丸
と
な
っ

て
成
功
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
秋
田
駅

の
民
衆
駅
化
（
＝
デ
パ
ー
ト
の
併
設
）

や
空
港
、
県
民
会
館
、
下
水
道
な
ど
の

社
会
資
本
整
備
が
進
む
契
機
と
も
な
り

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
資

料
を
展
示
し
て
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
講
座
は
、
県
内
に
伝
承
す
る
歴
史
資

料
な
ど
を
学
び
、
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
内
容
の
講
座
で
す
。
平

成

年
度
か
ら
本
格
的
に
開
講
し
、
名
称

17
の
一
時
変
更
も
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
古
文
書
解
読

講
座
に
含
ま
れ
る
形
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
本
来
の
形
式
で
２
回
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
１
回
目
は
今

年
度
の
企
画
展
と
の
連
携
講
座
で
す
。

開
講
日(

９
月

日(

金))

は
前
期
企
画

10

展
の
開
催
中
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
深

く
観
覧
す
る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
事
と
思

い
ま
す
。（
８
月
上
旬
申
込
受
付
開
始
）

今
年
度
か
ら
「
公

文
書
館
だ
よ
り
」
の
発

行
を
年
１
回
（
３
月
）
か
ら
年
３
回
（
６
・10

・
３
月
）
に
増
や
し
、展
示
や
講
座
等
の
情

報
を
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
紹
介
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
単
独
発
行
の
「
古

文
書
倶
楽
部
」
も
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

差
し
込
み
ま
す
。こ
れ
ま
で
同
様
の
お
つ
き

あ
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歴
史
講
座

企
画
展
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す

第３代(権令)国司仙吉は
吉田松陰の門下生

明治19年 虎列刺(コレラ)
流行時の知事名の文書
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昭和36年 秋田国体開会式
点火者は山田敬蔵氏



「外町屋敷間数絵図」（県Ｃ-164 71cm×145cm 全体）

①

③

②

北 南

東

西

久保田城
↑

↓
八橋

馬口労町橋

通町橋

大 町

茶 町

通

町

当
館
で
は
現
在
、
十
四
件
の
秋
田
県
指
定
有
形
文
化

財
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
十
四
件
中
十
三
件
が
古
文
書

で
あ
り
、
千
四
百
十
九
点
に
及
び
ま
す
。
明
治
以
降
の

公
文
書
は
「
秋
田
県
行
政
文
書
」
の
一
件
の
み
で
す
が
、

全
部
で
二
万
七
四
八
点
も
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
当
館
所
蔵
の
秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
の
資

料
か
ら
、
平
成
三
十
一
年
に
指
定
さ
れ
た
「
外
町
屋
敷

間
数
絵
図
」（
県
Ｃ-

一
六
四
）
を
紹
介
し
ま
す
。

「
外
町
屋
敷
間
数
絵
図
」
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

当
時
の
久
保
田
城
下
の
外
町
（
町
人
町
）
の
様
子
を
描

い
た
絵
図
で
す
。
絵
図
の
全
体
像
と
し
て
は
、
東
側
（
図

の
上
側
）
は
旭
川
、
西
側
は
寺
町
、
北
側
は
通
町
橋
か

ら
西
へ
結
ぶ
通
り
、
南
側
は
曲
折
し
た
旭
川
の
間
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
町
割
は
、
大
町
通
り
や
茶
町
通

り
な
ど
南
北
を
結
ぶ
通
り
と
、
東
西
を
結
ぶ
横
小
路
に

よ
り
、
縦
横
に
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
図
の
記
載
は
、
道
路
が
黄
、

堀
川
は
青
、
土
塁
は
緑
、
橋
は

茶
、
町
門
が
黒
で
色
分
け
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
人
屋
敷
は
通
り

を
挟
ん
で
東
西
に
短
冊
状
に
並

び
（
①
）、
一
軒
ご
と
に
間
口

・
奥
行
の
間
数
（
長
さ
）・
居

住
者
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
の
下
部
に
は
寛
文
三

年
時
点
の
各
町
の
間
数
・
家
数

・
肝
煎
（
数
町
の
町
組
に
一
人
）

の
名
前
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り

（
②
）、
外
町
全
体
で
は
町
数

が
四
十
九
町
、
間
数
が
千
四
百

①･大町一丁目②

二
十
一
間
（
総
延
長
で
約
十
一

）、
家
数
が
千
七
百
八

km

十
七
間
（
軒
）
あ
り
ま
し
た
。

羽
州
街
道
も
外
町
を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
東
南
端
の
馬
口
労
町
橋
（
現
在
の
刈
穂
橋
）
か
ら

外
町
に
入
り
、
特
定
商
品
の
営
業
特
権
を
付
与
さ
れ
た

家
督
町
で
あ
る
大
町
や
茶
町
を
通
っ
て
通
町
で
左
折
し
、

八
橋
へ
と
抜
け
土
崎
湊
へ
向
か
う
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
旅
人
が
通
り
城
に
近
い
通
町
橋
周
辺

は
、
景
観
を
考
慮
し
て
「
当
町
本
町(

大
町)

三
町
・
通
町

三
町
二
階
家
ニ
作
り
可
申
由
」（「
梅
津
政
景
日
記
巻

」）
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と
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
外
町
に
入
る
北
西
端

は
道
路
を
曲
折
さ
せ
堀
や
土

塁
を
設
置
し
、
足
軽
屋
敷
を

配
置
し
ま
し
た
（
③
）。
旭
川
の

東
岸
に
も
土
塁
を
築
き
、
寺
町

と
と
も
に
東
西
の
防
衛
線
と
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

他
に
も
、
梅
津
氏
の
下
屋
敷
、
外
町
の
総
鎮
守
で
あ

る
日
吉
八
幡
神
社
の
祭
礼
の
際
の
「
山
王
御
休
」、
茶
町

に
設
け
た
「
御
使
者
屋
敷
」、
町
門
の
位
置
、
四
十
箇
所

の
寺
院
名
な
ど
様
々
な
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。
な
お
、

居
住
者
名
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
外
町
の
絵
図
と
し
て
は

他
に
「
湯
沢
外
町
絵
図
」（
高
久

一
）
も
あ
り
ま
す
。

城
下
絵
図
の
多
く
は
内
町
が
中
心
で
あ
り
、
外
町
は

輪
郭
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
寛
文
初
年
頃
の
「
久

保
田
城
御
城
下
絵
図
」（
県
Ｃ-

一
六
八
）
に
外
町
絵
図

を
当
て
は
め
て
当
時
の
久
保
田
城
下
の
全
体
像
を
楽
し

ん
で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
当
絵
図
は
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。【
一
関
修
二
】

③

秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財

「
外
町
屋
敷
間
数
絵
図
」

と
ま
ち

け
ん
す
う



鳴
神
響
一
と
い
う
作
家
に
「
斗
星
、北
天
に
あ
り
」
と
い

う
作
品
が
あ
り
ま
す
。二
〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、安
東
愛
季
を
主
人
公
に
し
た
時
代
小
説
で
す
。

ち
か
す
え

全
国
レ
ベ
ル
の
小
説
に
安
東
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
安
東
氏
に
つ
い
て
は
、秋
田
の
歴
史
小
説
を
手

が
け
て
き
た
土
居
輝
雄
氏
の
「
出
羽
の
落
日
」
と
い
う
秋
田

実
季
を
描
い
た
ロ
ー
カ
ル
な
小
説
が
あ
る
ば
か
り
で
し
た
。

さ
ね
す
え

（
一
九
九
八
年
刊
行
）

土
居
氏
の
小
説
か
ら
鳴
神
氏
の
小
説
ま
で
二
十
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
が
、そ
の
間
に
県
内
で
は
『
秋
田
市
史
』

『
横
手
市
史
』
『
能
代
市
史
』
な
ど
の
自
治
体
史
が
刊
行
さ

れ
、秋
田
の
中
世
に
関
す
る
研
究
も
進
み
ま
し
た
。鳴
神
氏

は
参
考
文
献
の
筆
頭
に
『
能
代
市
史
』
古
代
中
世
編
の
資

料
編
・通
史
編
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、安
東
愛
季
、秋
田
実
季
と
は
、ど
の
よ
う
な

人
物
な
の
で
し
ょ
う
。そ
れ
が
わ
か
る
史
料
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
東
氏
は
、も
と
も
と
津
軽
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

一
族
で
、一
般
的
に
は
安
藤
氏
の
表
記
も
使
わ
れ
ま
す
。鎌

倉
期
に
は
、津
軽
半
島
の
十
三
湖
に
あ
っ
た
十
三
湊
を
拠

と

さ

み

な

と

点
に
大
き
な
勢
力
を
持
ち
、「
蝦
夷
管
領
」
と
い
う
役
職
に

え

ぞ

か

ん

れ

い

も
就
い
て
い
ま
し
た
。十
三
湊
が
津
波
で
一
時
壊
滅
し
て
か

ら
、一
部
が
北
海
道
の
渡
島
半
島
に
渡
り
、下
国
を
拠
点

お

し

ま

し
も
の
く
に

に
し
た
中
か
ら
秋
田
の
檜
山
へ
渡
っ
て
き
た
一
族
が
あ
り
、

そ
の
他
に
土
崎
の
湊
へ
移
っ
た
一
族
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
檜

山
安
東
氏
、湊
安
東
氏
と
称
し
ま
し
た
。

両
安
東
氏
は
別
々
に
発
展
し
ま
し
た
が
、安
東
愛
季
が

檜
山
氏
を
継
い
だ
後
、湊
合
戦
を
経
て
、湊
氏
と
合
体
し
て

安
東
氏
の
統
一
を
実
現
し
、両
地
域
を
ま
と
め
る
た
め
檜

山
と
湊
の
中
間

の
男
鹿
・
脇
本

に
大
規
模
な

城
を
築
き
、
織

田
信
長
な
ど

中
央
と
も
結

び
つ
き
ま
し

た
。
「
秋
田
藩

家
蔵
文
書
」
に

は
信
長
と
愛

季
の
鷹
の
や
り

取
り
の
書
状
が

残
さ
れ
て
い
ま

す
。
信
長
の
朱

印
は
有
名
な
「
天
下
布
武
」
印
で
す
。

そ
の
後
、愛
季
が
若
く
し
て
死
ぬ
と
、そ
の
子
で
あ
る
実

季
が
再
び
の
湊
合
戦
で
豊
島
氏
を
倒
し
て
安
東
氏
を
再

と

し

ま

統
一
し
ま
し
た
。実
季
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
秋
田
北
部

の
領
地
を
安
堵
さ
れ
、秋
田
氏
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。安
東
愛
季
は
外
向
け
に
は
下
国
を
称
し
て
お
り
、史
料

に
は
下
国
愛
季
（
通
称
は
安
東
太
）
と
出
て
き
ま
す
の
で
、

親
子
で
名
字
の
名
乗
り
が
違
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

秋
田
氏
は
関
ヶ
原
後
に
、秋
田
に
移
封
さ
れ
た
佐
竹
氏

に
先
だ
っ
て
常
陸
へ
移
封
さ
れ
、そ
の
後
に
福
島
の
三
春
へ

移
さ
れ
、五
万
石
の
近
世
大
名
と
し
て
江
戸
時
代
の
終
了

ま
で
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、実
季
は
晩
年
幕
府
か
ら
罪
を

得
て
流
罪
と
な
る
な
ど
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
に
な
っ
て
、秋
田
氏
の
当
主
は
所
蔵
し
て
い
た
史
料

を
、モ
ノ
資
料
は
秋
田
県
立
博
物
館
と
三
春
町
歴
史
民
俗

資
料
館
、紙
資
料
は
東
北
大
学
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。現
在
、

秋
田
県
立
博
物
館
の
資
料
は
「
秋
田
家
資
料
」
と
し
て
県

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。東
北
大
学
の
資
料
は

東
北
大
学
附
属
図
書
館
で
「
秋
田
家
史
料
」
（
当
初
の
史

料
名
は
「
秋
田
家
文
書
」
）
と
し
て
整
理
さ
れ
、五
十
年
以

上
前
の
『
秋
田
県
史
』
を
は
じ
め
、『
能
代
市
史
』
な
ど
の

自
治
体
史
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。東
北
大
学
で
は
一
般

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
秋
田
家
史
料
」
は
当
館
に
複

製
本
が
あ
り
閲
覧
の
み
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
複
写
は

不
可
）

「
秋
田
家
史
料
」
に
よ
っ
て
二
度
の
湊
合
戦
の
詳
細
や
秀

吉
の
伏
見
城
作
事
に
関
わ
る
秋
田
杉
の
調
達
の
状
況
な
ど

ふ

し

み

が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
一
族
で
あ
っ
た
湊
氏
が
秋
田
に
定
住

し
て
佐
竹
入
部
後
に
仕
え
、史
料
を
残
し
ま
し
た
（
「
秋
田

藩
家
蔵
文
書
」
三
七
、五
一
巻
な
ど
）
。湊
氏
の
本
家
は
市

川
市
に
移
住
し
「
市
川
湊
文
書
」
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

秋
田
の
戦
国
時
代
は
、安
東
氏
を
中
心
に
展
開
し
、大

館
の
浅
利
氏
（
滅
亡
）
、角
館
の
戸
沢
氏
（
新
庄
へ
移
封
）
、

横
手
の
小
野
寺
氏
（
改
易
）
、由
利
の
十
二
頭
の
ち
五
人
衆

な
ど
と
呼
ば
れ
た
小
領
主
（
一
部
佐
竹
氏
に
仕
え
る
）
な

ど
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
、さ
ら
に
北
の
津
軽
氏
、東
の
南
部
氏
、

南
の
最
上
氏
と
の
対
立
が
続
き
ま
し
た
。そ
し
て
豊
臣
秀

吉
の
奥
羽
仕
置
や
「
北
の
関
ヶ
原
」
を
経
て
、佐
竹
氏
入
部

と
い
う
一
大
転
機
を
迎
え
、近
世
へ
と
時
代
は
一
気
に
進

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
佐
藤

隆
】

秋
田
の
戦
国
大
名

秋
田
氏
（
安
東
氏
）

｢織田信長朱印状｣(A280-69-51) 県指定文化財



当
館
で
は
、
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、

古
文
書
（
歴
史
資
料
）
を
読
み
解
き
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
古
文
書
解
読
講

座
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
古
文
書
を

読
む
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

段
階
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
手
助

け
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、

①
一
字
一
字
を
判
読
す
る

②
文
章
と
し
て
読
み
下
す

③
背
景
も
踏
ま
え
内
容
を
理
解
す
る

と
い
う
段
階
を
踏
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
講
座
も
こ
の
流
れ
に
な
り
ま
す
が
、
特

に
①
②
中
心
の
前
半
の
初
級
講
座
へ
の
期

待
は
高
く
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
お
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
既
に
定
員
を

満
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
初
め
て
受

講
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
当

館
と
し
て
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

後
半
は
、
中
・
上
級
者
対
象
で
す
。
古

文
書
の
解
読
経
験
の
あ
る
方
に
、
難
し
い

く
ず
し
字
の
読
み
解
き
だ
け
で
は
な
く
資

料
そ
の
も
の
を
よ
り
深
く
読
み
取
っ
て
い

だ
け
る
よ
う
に
講
座
を
進
め
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
前
半
と
後
半
で
受
講
者
の
対
象
を

変
え
、
ご
自
身
に
合
う
講
座
を
選
ん
で
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
受
講
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
昨
年
ま
で
の
講
座

資
料
が
ご
確
認
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
度
よ

り
募
集
人
数
を
半
減
し
て
の
開
催
と
な
り
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
延
期
・
中
止
等
の
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い

●
昨
年
度
使
用
の
資
料(

初
級
講
座)

当
館
で
は
平
成

年
度
か
ら
、「
あ
き

26

た
県
庁
出
前
講
座
」
の
一
環
と
し
て
、
県

内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
行
う
学
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
ま
で
に
、

件
８
８
６
名
の
方
の
御
利

21

用
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
か
ら
は
、「
公
文
書
館
所

30

蔵
資
料
に
見
る
○
○
」（
○
○
に
は
地
域

名
な
ど
が
入
り
ま
す
）
に
内
容
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
講
座
実
施
地
域
の
館
蔵
資
料
や

館
業
務
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
、
秋

田
県
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
る
実
施
要
項
を
ご
確
認
の
上
、
当
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
資
料
が
探
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

資
料
検
索
用
パ

ソ
コ
ン
の
配
架
場
所

欄
に
書
架
番
号
が

示
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
古
文
書
相
談
日
（
予
約
制
）
の
ご
案
内

貴
重
な
歴
史
資
料
の
散
逸
や
劣
化
を
防

ぐ
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
主
に

相
談
者
が
所
蔵
す
る
古
文
書
の
解
読
等

に
対
応
し
ま
す
。
毎
月
第
２
・
第
４
火

曜
日
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
出
羽
一
国
御
絵
図
（
県
指
定
文
化
財
）

閲
覧
室
に
縮
小
版

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

村
高
の
他
、地
理
的
情

報
が
豊
富
な
資
料
で

す
。複
製
版
を
カ
ラ
ー

コ
ピ
ー
さ
れ
、黒
塗
り

の
地
名
を
見
て
、
政
治
的

な
思
惑
？
と
逆
に
好
奇
心

を
そ
そ
ら
れ
た
方
も
い
た

よ
う
で
す
。単
純
に
コ
ピ
ー
機
の
限
界
で
す

の
で
、分
割
拡
大
し
た
資
料
、も
し
く
は
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

細
か
い
文
字
も
鮮
明
に
確
認
で
き
ま
す
。

（1225cm×535cm）

公文書館だより第37号 3

閲
覧
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

出
前
講
座

「
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
見
る
○
○
」県政映画も出前します

例)閲18-3:書架18番の３段目

古
文
書
解
読
講
座



秋
田
県
で
は
、
県
の
仕
事
を
県
民
の
皆

様
の
理
解
と
協
力
の
上
に
進
め
て
い
く
た

め
、
行
政
施
策
に
つ
い
て
広
報
す
る
方
法

の
一
つ
と
し
て
、「
県
政
だ
よ
り
」
と
い

う

分
間
の

㍉
フ
ィ
ル
ム
短
編
映
画
を

10

16

昭
和

年(

１
９
５
５)

か
ら
制
作
し
、
巡

30

回
上
映
、
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
通

じ
て
映
写
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

翌
昭
和

年(

１
９
５
６)

に
は
、
さ
ら

31

に
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
見
て
も
ら
う
た

め
、
当
時
多
く
の
人
を
集
め
て
い
た
映
画

館
で
上
映
で
き
る
よ
う

㍉
フ
ィ
ル
ム
で

35

制
作
さ
れ
、
本
編
映
画
の
幕
あ
い
な
ど
に

上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
な

っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭
和

年(

１
９
５
７)

か
ら
は
「
県
政

32

ニ
ュ
ー
ス
」
と
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
り
、
昭

和

年(

１
９
７
３)

か
ら
は
カ
ラ
ー
映
画

48
化
さ
れ
、
昭
和

年(

１
９
７
８)

ま
で
制

53

作
さ
れ
ま
し
た
。
県
事
業
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で

な
く
、
昭
和

年
代
～

年
代
前
半
の
県

30

50

内
各
地
域
の
生
活
や
文
化
、
産
業
な
ど
様

々
な
話
題
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
て

お
り
ま
し
た
。

公
文
書
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
県
政
映
画

を
保
存
し
て
お
り
、
こ
の
一
部
を
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
で
き
る
上
映
会
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
第
１
回

を
８
月

日
（
金
）
に
当
館
多
目
的
ホ
ー

27

ル
で
開
催
し
ま
す
。

「
秋
田
昭
和
の
時
代
映
像
ア
ー
カ
イ

ブ
」
を
テ
ー
マ
に
、
昭
和

年
代
・

年

30

40

代
に
上
映
さ
れ
た
郷
土
秋
田
の
懐
か
し
い

ニ
ュ
ー
ス
映
像
数
本
の
上
映
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
当
館
に
足
を
お
運

び
の
上
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
館
２
階
の
閲
覧
室
に
お
き
ま

し
て
、
モ
ニ
タ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、
月

替
わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
毎
日
数
作
品
放

映
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
館
所
蔵
資
料
の
複
写

物
は
、
許
可
を
受
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
出
版
・
掲

載
・
放
映
又
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
へ
掲
載
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
映
像
資
料

の
上
映
な
ど
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
出
版
・
掲
載
・
放
映

等
許
可
申
請
書
」
の
提
出

が
あ
っ
た
場
合
、
①
公
文

書
館
の
設
置
の
目
的
に
反
す
る
お
そ
れ
が

な
い
か
、
②
公
文
書
館
の
業
務
に
支
障
を

き
た
す
お
そ
れ
が
な
い
か
、
③
第
三
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人
権
を
侵
害
す
る
お

そ
れ
が
な
い
か
、
等
を
審
査
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
説
明
や
申
請
書
等
の
様

式
は
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
閲

覧
室
と
資
料
の
ご
利
用
方
法
」
に
詳
し
く

記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
く

だ
さ
い
。

原資料の複写物は次の方
法でご入手いただくことが可
能です。

①「閲覧・複写申請書」を提
出の上、利用者ご自身が当
館で撮影する。

②当館が公開するウェブサイ
ト「デジタルアーカイブ」で
資料を検索し、スクリーンシ
ョットで保存する。（公開資
料は限られます）

③当館がツイッターに投稿中
の画像を利用する。

先
日
、

年
前
に

76

戦
死
し
た
祖
父
が
配

属
先
で
書
い
た
葉
書
や
遺
言
状
が
出
て
き

ま
し
た
。
遺
言
状
の
宛
先
で
あ
る
祖
母
も

既
に
亡
く
な
り
、
遺
言
状
の
墨
文
字
は
も

は
や
行
き
場
を
失
っ
て
い
る
・
・
・
は
ず

で
す
が
、
そ
の
文
字
は
確
実
に
私
の
体
全

体
に
響
き
ま
し
た
。

歳
の
祖
父
の
無
念
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や
託
す
思
い
に
圧
倒
さ
れ
た
の
で
す
。
筆

の
勢
い
も
あ
り
ま
す
が
、
感
情
を
含
む
文

字
や
言
葉
に
重
圧
感
を
覚
え
ま
し
た
。

先
人
た
ち
の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
は
今

の
自
分
に
も
き
っ
と
活
き
る
。
活
か
さ
な

け
れ
ば
と
思
わ
せ
ら
れ
た
祖
父
と
の
出
会

い
で
し
た
。(

髙)

当
館
ツ
イ
ッ
タ
ー
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
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懐
か
し
い
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
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